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鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
公
布

工
業
労
働
者
最
低
年
齢
法

工
場
附
属
寄
宿
舎
規
則

工
場
危
害
予
防
及
衛
生
規
則

（
大
五
・
八
・
三
）

（
大
一
二
・
三
・
二
九
）

（
昭
二
・
四
・
六
）

（
昭
四
・
六
・
二
○
）

（
京
都
工
場
保
健
会
）

日
本
の
夏
の
気
候
は
高
温
高
湿
で
あ
る
関
係
で
、
戸
外
の
日
光
直

射
の
農
作
業
、
林
業
労
働
な
ど
は
当
然
、
か
な
り
暑
熱
の
環
境
下
の

労
働
だ
っ
た
。

そ
の
他
、
熱
源
の
あ
る
職
場
、
た
と
え
ば
陶
器
、
炭
焼
な
ど
も
暑

熱
の
職
場
だ
っ
た
し
、
鉱
山
の
金
属
精
錬
も
徳
川
時
代
か
ら
、
そ
の

熱
源
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
熱
を
防
ぐ
工
夫
の
い
く
つ
か
が

す
で
に
ゑ
ら
れ
た
程
で
あ
る
。

た
と
え
ば
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
刊
で
平
瀬
徹
斎
編
む
と
こ
ろ

の
「
日
本
山
海
名
物
図
会
」
の
巻
之
一
、
金
銀
銅
鉄
山
の
部
に
銅
山

床
屋
の
図
が
あ
る
。
今
な
ら
熔
鉱
炉
前
作
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
炉

前
の
吹
大
工
（
熔
鉱
炉
工
）
は
体
に
む
し
ろ
を
か
け
て
い
る
。

こ
ろ
も
む
し
ろ

こ
れ
は
防
熱
用
の
も
の
で
、
衣
莚
と
よ
ば
れ
た
。

享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
に
住
友
家
の
刊
行
し
た
「
鼓
銅
図
録
」

に
も
別
子
銅
山
の
坑
内
作
業
か
ら
、
選
鉱
作
業
、
精
錬
作
業
が
描
か

日
本
の
高
温
労
働
環
境
の
歴
史
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れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
も
高
温
作
業
の
図
が
あ
る
。

ま
た
生
野
銀
山
絵
巻
に
は
炉
前
作
業
者
が
衣
莚
と
、
布
製
の
防
熱

用
「
顔
カ
ヶ
」
を
使
用
し
て
い
る
図
が
あ
る
。

炎
天
を
お
か
し
て
の
往
来
や
農
夫
が
日
中
に
働
い
て
、
中
暑
・
卒

倒
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
救
急
法
耆
の
い
く
つ
か
に
、
こ
の
治
療

法
が
書
い
て
あ
る
。

ぴ
わ
よ
う
と
う
こ
う

一
般
で
も
暑
気
払
い
の
薬
に
枇
杷
葉
湯
が
売
ら
れ
て
い
た
し
、
香

じ
ゆ
さ
ん

需
散
も
用
い
ら
れ
た
。
江
戸
城
修
築
の
人
夫
に
夏
に
香
需
散
を
与
え

た
と
い
う
記
録
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
に
な
る
と
、
日
射
病
、
熱
中
症
と
い
う
病
名
が
あ
ら
わ
れ

る
。
こ
と
に
熱
中
症
は
小
池
正
直
、
森
林
太
郎
著
の
「
衛
生
新
篇

（
明
治
三
○
年
刊
）
」
に
承
ら
れ
る
。
す
で
に
明
治
時
代
に
炭
鉱
や
陸

海
軍
で
熱
中
症
が
象
ら
れ
た
。

大
正
末
に
は
高
温
の
炭
鉱
で
は
、
大
量
の
発
汗
で
経
験
的
に
食
塩

の
必
要
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
常
盤
炭
鉱
で
は
坑
内
に
入
る
時
に

生
味
噌
か
、
ご
ま
塩
を
持
参
し
た
こ
と
が
論
文
に
記
録
さ
れ
て
い

プ
（
》
Ｏ

徳
川
時
代
の
金
銀
銅
山
の
坑
内
で
は
女
の
働
く
こ
と
ば
な
か
っ
た

が
、
明
治
に
な
っ
て
炭
鉱
が
開
発
さ
れ
る
と
、
女
が
暑
熱
の
坑
内
で

男
と
一
緒
に
裸
で
働
く
よ
う
に
な
る
。
女
子
の
坑
内
労
働
が
な
く
な

る
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
各
種
産
業
に
戦
前
以
上
の
高
温
環
境
が
存
在
し

て
い
た
。

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
労
働
省
は
有
害
業
務
に
関
連
し
て

通
牒
を
出
し
、
そ
の
な
か
で
「
著
し
い
暑
熱
の
場
所
と
は
、
労
働
者

の
作
業
す
る
場
所
が
乾
球
温
度
摂
氏
四
○
度
、
湿
球
温
度
摂
氏
三

二
・
五
度
、
黒
球
寒
暖
計
示
度
摂
氏
五
○
度
又
は
感
覚
温
度
三
二
・

五
度
以
上
の
場
合
」
を
い
う
と
し
て
、
長
時
間
は
と
て
も
働
け
な
い

よ
う
な
温
度
を
あ
げ
て
い
た
。

炭
鉱
は
傾
斜
生
産
で
採
炭
し
て
い
た
の
で
戦
前
以
上
に
熱
中
症
が

発
生
し
た
。
丁
炭
鉱
で
は
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
と
昭
和
三
九

年
（
一
九
六
四
）
に
四
人
の
熱
中
症
死
が
発
生
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

一
方
、
作
業
能
率
の
向
上
の
た
め
に
も
、
高
温
環
境
の
改
善
が
必

要
に
な
り
、
技
術
革
新
の
進
歩
の
な
か
で
冷
房
が
普
及
し
て
く
る
。

す
で
に
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
一
）
に
は
別
子
鉱
山
で
坑
内
冷
房
が

は
じ
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
当
然
、
製
鉄
所
な
ど
も
技
術
革
新
に
つ

れ
て
環
境
改
善
や
労
働
負
担
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
広

畑
製
鉄
所
の
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
○
）
、
三
三
年
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（
一
九
五
八
）
、
四
○
年
（
一
九
六
五
）
の
高
炉
炉
前
作
業
の
平
均
Ｒ
Ｍ

Ｒ
と
消
費
熱
量
の
推
移
を
ゑ
る
と
、
昭
和
二
五
年
当
時
は
炉
況
が
不

安
定
で
作
業
強
度
の
高
い
要
素
作
業
が
多
く
、
八
時
間
の
消
費
熱
量

は
二
○
○
○
カ
ロ
リ
ー
を
こ
え
、
平
均
Ｒ
Ｍ
Ｒ
も
三
・
四
と
高
か
っ

た
。
昭
和
三
三
年
に
は
あ
る
程
度
作
業
は
機
械
化
さ
れ
て
、
八
時
間

の
消
費
熱
量
は
一
、
七
○
○
カ
ロ
リ
ー
、
平
均
Ｒ
Ｍ
Ｒ
は
二
・
五
と

い
く
ら
か
改
善
さ
れ
た
。
昭
和
四
○
年
に
は
大
幅
な
機
械
化
の
導

入
、
樋
材
な
ど
の
改
善
に
よ
っ
て
、
高
炉
の
大
型
化
や
労
働
生
産
性

は
向
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
熱
量
は
一
、
二
○
○
カ
ロ
リ

ー
と
昭
和
二
五
年
当
時
の
六
○
％
に
低
下
し
、
平
均
Ｒ
Ｍ
Ｒ
も
一
・

三
と
大
き
く
減
少
し
た
。
し
か
し
高
炉
作
業
の
特
色
と
し
て
要
素
作

業
で
は
Ｒ
Ｍ
Ｒ
四
・
○
に
近
い
作
業
が
な
お
残
存
し
て
い
て
、
高
温

曝
露
と
と
も
に
相
対
的
に
き
つ
い
作
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
続
い
て
い
る

と
い
っ
て
い
る
。
負
担
と
し
て
発
汗
量
を
み
る
と
、
高
炉
で
は
、
昭

和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は
発
汗
量
は
六
Ｊ
を
こ
え
て
い
た
が
、

昭
和
四
○
年
（
一
九
六
五
）
に
四
・
四
Ｊ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
技

術
改
善
に
よ
っ
て
労
働
負
担
は
軽
減
し
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

に
は
三
Ｊ
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
八
時
間
の
発
汗
量
四
Ｊ
以
下
の
限
界

内
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
七
○
年
代
以
降
は
、
大
企
業
の
職
場
に
は

冷
房
が
普
及
し
、
三
○
度
以
下
の
職
場
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

熱
中
症
の
治
療
で
は
一
九
世
紀
以
来
、
氷
風
呂
、
水
風
呂
な
ど
が

用
い
ら
れ
た
が
、
最
近
、
メ
ッ
カ
巡
礼
で
お
こ
る
熱
中
症
治
療
に
新

し
い
方
法
が
導
入
さ
れ
て
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）
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